
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

作成年月 日 令和 6年 8月 23日 担 当部 署 文化観光部 観光振興課

※以下は令和 6年 3月 31日 塀】存 の内容 ですハ

2 法人等の概要

3 役員数

(単位 :人 )

4 職員数

(単位 :人 )

法 人 名 株式会社 みなもとの郷

代 表 者

代表取締役 内藤 潔

■ 常 勤   □ 非常勤 ■ プロパー  □ 市兼務  □ その他

所 在 地 新潟県上越市吉川区坪野 1458番地 2

設立年月 日 平成 12年 2月 9口

資 本 金 10,000千円 市出資割合 51.0%

設 立 目的
吉川区源地域を中心とした中山間地の地域振興を目的に市の所有若しくは管理する

不動産及び入浴施設その他の施設の管理運営を行うため。

主 な 事 業

(1)

(2)

(3)

14)

吉川スカイ トピア遊ラン ドの管理運営

吉川地域バス運行事業の運行業務委託

吉川観光協会の事務受託

尾神岳スカイスポーツエ リア運営委員会の事務受託

常勤 非常勤―
計

内訳

プロパー 市兼務 その他

取締役 1 6 7 7 0 0

監査役 0 1 1 1 0 0

計 1 7 8 8 0 0

計
内訳

プロパー 市兼務

正社員 5 5 0

その他 17 17 0

計 22 22 0



5 事業実績 (概要)

【第 25期の経営状況】

・ 第 25期の売上高は、前期と比較して 3,431千 円減 (6.3%の減)の 51,282千 円となりました。

新型コロナウイルス感染症が 5類に移行したことなどにより、全般的に利用者数が増加 し、

施設利用売上が増加 しました。一方で指定管理委託料の減少などもあり、売上高全体は減少

しました。

・ 売上原価は、利用者数の増加や原材料の高騰もあり、前期と比較して 1,089千円増 (12.2%

の増)の 10,049千円となりました。

・ 販売費及び一般管理費は前期と比較して 2,312千円減 (5,0%の減)の 43,682千円となり、

最終的な当期純利益は△2,519千円の赤字となりました。

【主な取組内容】

・ 6月 と8月 にゲー トボール大会を開催 し、施設の利用促進につなげました。

・ 新たに、遊ランド杯パラグライダー大会を開催 し、施設の利用促進につなげました。

・ 令不H6年能登半島地震で被害を受けた石川県を応援するイベン トを開催 し、被災地を支援す

るとともに、施設の利用促進を図りました。

【施設の利用実績】

O 吉川スカイ トピア遊ランド (単位 :人 )

第 23期 第 24期 第 25期

宿  泊 859 1,474 1,685

体 憩 (食堂) 2,265 2,898 3,614

体験交流

センター

入館者

(入浴 )

2,160 2,279 3,236

体験者 153 492 235

小  計 5,437 7,143 8,770

。第 25期の利用者数は 8,770人 となり、前期と比較 して 1,627人の増 (22.8%の増)と なり

ました。このうち、宿泊の利用者は 1,685人 となり、前期と比較して 211人の増 (14.3%

の増)と なりました。
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項  目

第 23期

自 令和 3年 4月 1日

至 令和 4年 3月 31日

第 24期

自 令和 4年 4月 1目

至 令和 5年 3月 31日

第 25期

自 令和 5年 4月 1日

至 令和 6年 3月 31日

損
益
計
算
書

売上高 37,414 54,713 51,282

売上原価 7,108 8,960 10,049

売上総利益 30,306 45,752 41,233

販売費及び

一般管理費
35,623 45,994 43,682

営業利益 △ 5,317 △ 242 △2,449

営業外収益 6,316 0 0

営業外費用 0 0 0

経常利益 999 △ 242 △ 2,449

特別利益 0 0 0

特別損失 0 0 0

税引前当期純利益 999 △ 242 △ 2,449

法人税等 140 70 70

当期純利益 859 △ 312 △ 2,519

項  目 令和 4年 3月 31日 現在 令和 5年 3月 31日 現在 令和 6年 3月 31日 現在

貸
借
対
照
表

資 産 13,689 14,450 11,608

負 債 3,394 4,467 4,145

純資産 10,295 9,983 7,464

10,000 10,000 10,000

295 △ 17 △ 2,536

0 0 0

6 財務状況 (税込)

(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。
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内訳 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 備考

①
吉川スカイ トピア遊ラ

ン ド指定管理委口毛料
8,809 11,473 8,797

②
吉川緑地等利用施設指

定管理委託料
1,467 0 0

③
吉川地域バス運行業務

委託料
3,580 3 444 3,442

計 13,856 14,917 12,239

フ 市からの財政支出等

(1)委託額 (税込 )

② 財政援助額 (税込)

8 市以外からの補助金・助成金等

(1)受給額 (税込)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

内訳 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 備 考

① 補助金 (助成金)

店舗等改装促進事業補

助金

時短要請協力金

第 4次事業者経営支援

金

イノベーシヨン事業補

助金

上越市エネルギー価格

高騰支援金

710 1,661 300

199 0 0

511 1,125 0

0 100 0

0 436 0

0 0 300

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 (補填金)

エネルギー価格高騰補

填金 (指定管理 )

シニアパスポー ト減免

補填金

能登半島地震補填金

193 1,054 1,088

0 807 679

193 247 388

0 0 21

計 903 2,715 1,388

内訳 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 備考

① 雇用調整助成金 2,081 0 0 労働局

②
特別求職者雇用開発助

成金
700 0 700 労働局

③ 一時支援金 600 0 0 中小企業庁

④ 月次支援金 800 0 0 中小企業庁

⑤
宿泊事業者感染防止対

策支援事業補助金
1,425 0 0 県

⑥ 事業復活支援金 0 600 0 中小企業庁

計 5,606 600 700
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9 今後の経営計画等

(1)次期事業計画

【第 26期事業計画】

・ 地域活性化の中核会社と位置づけ、これまでと同様に主要事業であるスカイ トピア遊ランド

の管理運営事業を主体として、諸事業等の持続性を第一義に考えて進める。

・ 地域バス運行業務、道の駅よしかわ杜氏の郷直売所等の運営に取り組むほか、スカイ トピア

遊ランドの運営においては、地域住民の安全・安心にも配慮するなど、引き続き地域の諸課

題にも対応しっつ、各種事業等を積極的に展開し、雇用の場の創出と地域の活性化を図りな

がら地域福祉の向上に貢献する。

・ スカイ トピア遊ランドを地域活性化の拠点施設 として位置付け、経営についても真剣に検討

を重ね、事業の継続化が図られるよう取り組む。

・ リピーターの回復を目指し誘客に力点を置きながら、市との協議・連携を深め、事業の持続

化に努める。

(2)中 長期経営計画

な し
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10 令和 6年度 経営状況の分析 日評価

(1)第ニセクターの経営状況の分析 H評価のフローチヤー ト

※ 「第ニセクターに対する関与方針」から抜粋

D
債務超過に陥っている、又は、資本企の 50%を超え

る累積欠損金がある、若 しくはそのおそれがあるか

↓いいえ

C 3期連続の赤字であるか

↓いいえ

B 法人の経営の持続可能性に懸金のある事項はあるか

イまい

外部専門家に見解を

求める

イまい

イまい

↓いいえ

A 現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

フローチャー トによる評価 A

【特記事項】

特になし

Bか らD評価の法人は(舛ヘ

6

フローチャー トによる評価基準 備考

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行 う

B 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、外部専門家
に見解を求めるC 当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

D 債務超過に陥っている、又は、
資本金の 50%を超える累積欠損金がある



報告事項  第 25期営業報告について

第 25期 営 業 報 告 書

株式会社 みな―もとの郷

概―況 攀

(1)当施設は、地域!の皆様方に安らぎの場を提供し、地域:の活性イとに役立てて

いただくとともに、スカイスポーツを楽しむ仲間1達の休憩、交流等|とこも―利用

していただく事を目1的として整備されてい!ます。また、都市在住者等との各

種‐交流や各種体験等ができる体験交流センターの機能に加え、宿泊や食事.

入浴Ⅲ休憩もできる機能を有しています。

施設設置の主脅に郎し、市民活動の支援・競長をする公共施設としての管

理運営に努め、利用者の意見や要望をできるだけ反映させるなど、韓定管理

者として業務を開始以来ユ8年伊瞬辱が経過いたしました。

こうした施設
Iの特徴を生かして、これまでは越1後翻舎体験事業等にも積極

的に取り組み、HPの活用や□こみ等によるPRに力点を置き、特にリピー

ター確保を目指し、役職員で協力し合いながら売り上げを伸ばすとともに、

コスト削減に取り組むなど経営改善にも歯己慮しながら進めてきています。

(2)令細 2年から今年1度まで統いた新型コロナウイルス感染疲1関:題が大きな社

会聞1題となり、全国的ヤこ宿泊、飲食サービス業を申心に関連業界も含めて苦

境に立たされてきていたことはご案内のとおりであります。

当社にとつても.それ以降都会方面からの宿泊客の激減や圏舎体験事業‐の

縮小、食事・宴会審の城少等により経営が難しい状況殉ミ続く中.国や県、市

の支援策等を積極的に活用し難局を乗り越えて来ていました。

(3)しかしながら、コロナ過が長引き、市の指定管理委託料が令和.4年度から一

時的に増額されたもの・の、今年度は約268万円減額となり経営が厳しくな

る一因となってしまいました。

一方、当社では地域雇用を第一義としてきていたものの近年では過疎等に

より地域雇用にも限界が生じている.中 、新たな1職員の採用も止むなく、加え

て目の方針として給与の辱iき 上げが示され、当社としてはかつてから劣悪だ

った給与改善も行わざるを得ない状況となリー定の改善を行いました。

更に、世界情勢の変化によるものか今年度から電気料、燃料代、諸物価な

どが上がり経営にとって強いパンチを受ける絡果となってしまいました。
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(4)また、本年元日に発生したI能登
―
半路地震以来.旅行や宴会|が控えられる風

潮11こ より、「北:陸応援割Jを活用したものの割当―額が少なく短芸月蘭で終了す

るなどメリットが少なかったため、今期 (令和5年度)の営業収益 (売上高)

|は、51,282千岡で|あ り、前期営業収益 (売上禽)との比1較では3,430千樹

の滅 :(約 6,毬 %の1滅)となりました.j             ,
営業費用―たつい.ては十ヽ社会の1動勢等を鑢み、働き方改革の一環として人件

費の向上に1酉己慮しつ|つ、お審様にはサービスの低下とならないように
|ホ
逆光

熱費等の抑1綱に努めましたが結果として 53.73:1千 Pこ となり、営業収益 (売

上高〉を大きく上回る1数値となり営業損失は 2,449千円、税号i後|の当メ弱純損

失額が2,519千円となつてしまいました。

(5)取締役会の1開催につまして、課―題等が生じた場合にのみ必要に応じて開!

催することとし、当期は、昨年の株主総会以降6月 28日、12月 26日 と

本年6月 15日 の8回開催いたしました。
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決 算 報 逸
重 書

諄 牢 離 学 湊 麻

(第 25其患)

自 令和 う竿 磐 1輝

至 令熱 e等 3月 814

株式会社みな
.も

と
')'I騒

藝靴警
越市W蜂区好野14も 8

電競 :025- 躍7… 2221
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と

貸 借 対 罐 崇|

令取 患毎…3潟 B士昌 現在

彎 の 都藤 '負    債 の 蔀

斜  簿 金  額 科  目 金  額   :

生爛 欝産,

現 金 及 び 預 金

売    掛    金

蔚        ェr禅

未 収 入 金

振    ψム   ■後

1題1定資産】

長有影固定舞産〕

建

建

構

機

車

五

【投資そのri色の資藤】

出    資

【繰延資藤J

開    業

物 購 属 設

築

械  装

面  運  搬

具 器 具 構

物

構

協

畳

呉

晶

金

費

3,793,973

2,05S,787

413,480

2,153,788

1チ 芸29,468

8氏 るOC

5,603,0801

5,602,080

2,01Cフ 898

957,585

7転 758

44,7B8

1

2,6es,1lo

と,000

4,000

211,414

811夕 義14

【流動負貸】

買    掛    後

未    孝ム   金

未  払  費  用

未 熟 法 入 税 等

未 払 絹 費 嶽 等

額    り   金

4ュ 生44.イ47

41.4470

こ■01.000

島 044″ e33

70,000

1,032と 8eO

472)S39

T,463,7,0

10,000j000

…2,野 3.61280

-2,536,2亀 0.

―B,336夕 280-

負 横  め 部 合  計 4)比岨,747

純 資 産   の 警轟

I株主資本】

資    本    金

奉li益 剰 森 金

そ の 1色 不il益 剤 森 金

繰 議 利 益 罪11余 後

純 費 産 り 都 合 計 7,463,72C

脅 藤 の ・撫 各 謙 と1,603,4e7 負 償 漁 び 純 欝 藤 合 計 11,608,467
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皇鞘藤と鋒母

科    犠― 金    額

51,282i329

2,378,ら58

9,829,247

1,,207ぅ 903

2.1辱at 788

61,282,a協9

iO,949,115

4と,238,214

43,682,195

囲

2,448,981

26

2,4431955

2,448,935

70,900

2,S18,986

1売上療機】

期 甘 繭 評繊 欄 欝1・ 高

導 期 商 ュFH織 入 蔦

合      計

舞翼 燕 商 品 槻 肇静蒋

売  上  療  価 .

売 上 総 利 益 後 額

【頼粛費及び一般管理費】

貫滅粛費及び一般管理費合計

営 業 捜 共 金 額

.取
  ボlli 忌

業 外 収 益 各 計

l饉 鸞 損 失 後 額

繊 事I前 華難純損央金類

族入税、徒疑続及び事鶏税

当 翔 純 損 失 金 額

と

と

高

台粛 萬 計

玉歳五薦】

粛

【営業外収益】

受

営
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嘉 費及び‐ 環 典 訳暮

と

磨 令れ も年 4月 1耳

韓 令和 お年 3月 説用

後
マ  額科    鶴

2乳 699,480

と,!800

2.09島 9盛

2盟,898

862)630

107ェ 6177

48,000

410,.023

,16,637

169,ユeo

患ュSS2.265

147,160

18S,eSS

拭金1,842

!800,925

183.980

1,489,076

12こぅ798

43,682,198

給

雑

法

編

外

広

撲

逓

消

修

ぷ

諸

支

車

賃

繰

紅

雑

編

厚

連

藍

交
・
宿

　

繕

光

会‐

季

面

借

隙

蓮

緒

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

費

糾

料

課

費

料 華

経 贔

デ
れ
｀

親

定

利

　

昔

待

道
・　
　
継

熱
・
　

数

舞臓欝1驚及び一般管理費合計

刹
，
生

　

機

癬
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株式会社みなもとの郷

I株主資本―】

資
1   

本

本 等 動 計 算

塁客需諄舗3ig

当翔首残高

当`貌末残高

当期首残高

当鶏1変軽み額

当「期末残:高

増期首残高

当鶏1変動額

当期―来猫筒

当夕欝首残高

当期変動額

璃メ翼
―
末残―高

当期首残高

当期変動額

当期末燐高

当‐期純本げ益金額

個 別 注 記 表

株 主 資

(舜輔と:  円)

10,000丼 0010
― 金

葦lJ益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 珠 金

繰 越 利 益 剰 祭 金

利 益 剤 余 金 合 計

株 主 資 本 合 計

純 資 産 の 都 合 計

株式会社みなもとの郷

10100o,900

―・17.32も
―

-2i S18Ⅲ 95S

■2i536i380

-17i325

■2)514,9SS

-2,586,280

9,1982,675

と2,5芸8,966

7,438,720

9,9182,675

-2i518ぅ 955

T,463.720

1 重要な会議方針に係る事項に関する注記

資産の評佃1基洋及び評頼方法

たな卸1資産の評価基準及!び評価方機

最終仕入原価法を採用しております。
1闇1定資産:の減価償却の方法

定額法又はIH定額法及ぴ定率携叉lま l露定率法を採用しておりますと
会計処理iの原員llXは手続:き の変更|

消!舞続の会計処理lま魂込方式を採用しております。,

粛 今和 5年
至 令和 6年

4月  1ロ
3月 31月

2 貸借対照表に1闘する注記

有形固定資産の減イЯ暉償去田累計額

13
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監 査 報 告 書

驚査役 申 村 久 人

第密5翔撲鉾監査め結果―、貸r書赳熊表、横益計簿書および莉盤処分につい
Ⅲ て、いずれも麺樵かつ置籐であるこ:と を認醸ます。

令和 6年 4月 16歯

株式会社み:な 麹:と の:郷

磯
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第 26期 事業計画並びに収支計
「
画について

株式会社 みなもとの郷

1。 当社の「経営は、施設|が山IFH写地に存る.という立:地条件に沸―え行き止まりという交

通条件の不使さⅢ加えて積雪が多く、過疎化・人日の高―齢化が急速に進む地1域の

申で、役職長の相互協―力による営業努力と経費削減に努めながら、地域の警さん

の協力を彰工ただきながら地域活性化の中核会社と位置付け、これまでと同1様にス

カイ トピア遊ランドの管理運営業務を主体として議事業等の持続性を第一義に

考えて進―めて参ります。

2`ナ也域バスの運行業務、ましかわ道の1駅におけるソバ速売店の連営4苦川観光協

会の業務、尾神岳スカイスボーツエリアの運営筆をに加え、遊ランドが市の指定

緊急―避難1場所とされている.こ と等を鑑み、地域住民の安全 ,安心にも配慮するな

ど引き続き地域の諸課題にも対応しつつ、これまでの事業を参考に各種事業等を

積極的に展開し、雇用|の場の創出と地域の活性化に配慮しながら、地域福祉の向

上に貢献して参ります。

また、令和 4年度から繭:の指定管理施設で無くなった吉ナ|1緑地等利用施設の肉、

スーパースライダーと見はらし荘については、尾神岳観光エリアの申にあり、ま

だ利用可能な施設であるとして、市と協議の結果当社が必要に応じて管理運営を

することとしています。夏休|み期間や土 い目堪日等の天候の良い日には尾神岳の

賑いのためにも若千のリスクを伴うものの引き続き不lユ活用を図っていきたいと

考えていますぃ

3.コ ロナ禍が収東して 下新しい生清様式等」がどう変つて行くかなどは予想力|つ

かない現状にあります。 また、ロシアとウクライナの戦争やイスラエル侵攻IF輝ヨ
‐
題

など世界不安が大きく伝えられています,

こうした中ではありますが、中心施設のスカイトピア遊ランド
ー
は地域活性化の

拠点施設としての位置付けにあることを確信し、当社の経営についても真剣に検

討を重ねながら事業の継統化が図られるように取り組んで参ります。

4.収支計画については、これまでの実な黄を考慮し負積の解消に向け計画いたしま

した。いずれにしても、リピーターが戻つてくれることを瀬い誘客に力点を置き

ながら、日常的に市との協議・連携を深め事業の持統化に努めて参ります。
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第26期 収支計画
(令和6年4月 1目 ～令和7年3月.31爾

)

干斗軍   I本年度計画療I前年度群画額 増 滅 十薦 考

利 用 料 318,600金i  38,0品 |
-600 八浴.(目

帰り)、 宿泊、体験交流、食
!蛍

(ラ奇テイ
ダー等|の床」用1縛金

11,89610な斗
l

受  話 ,4J 一た,15.4 指定管理者等受話料健″ンド、地域バス)

対 れ式 Vi504雑  H又 ! 1ヽ46 売店、自主事業等‐収入

合 計 心6 58io00
|

ユ0軽 ―と,900

科 目 本年度計藤;額 揃錦 函な雪 増 減 イ庸 考

給 料 貸 金 29,800 321000 ■2,200 遊ランド、地域バス等

法 定 福 利 費 12,1.00 と,8621 233 社会保険1料、労働保険料

福 不l」 厚 生 費 300 198 102 遇動手当、職員研修費

租 税 公 課 1,700 と,1200 S00 法人税・住民税‐消費税

諮・ 会  費 140 170 -30 商五会費、食品衛生協会費等

仕 入 9,800 8,830 970

水道光熱費 5,600 5,800 -200 水道、電気、ガス代

旅費交通費 20 30 -10

通  信  費 420. 500 -80 電話代、切手代等

広 告 宣 伝 費 110 150 -40 広告掲裁料、HP管理費等

接 待 交 際 費 50 50 0

損 害 保 険 料 140 2.00 ギ60 食中毒保1険等

修  繕  費 200 5‐50 …350 施設・設備修繕料

消 耗 品 費 1000 1400 -400 事務消耗品等

減価償却費 200 400 -200

草 面 掛 費 500 と,100 …600 車燃料代等

支 孝と、手 数 料 190 750 Ⅲ560 記帳指導料等

環 境 衛 生 費 300 750 -450 ゴミ収集等

設 備 保 守 料 Gee 1)500 -990 浄化槽、消防設備等

賃  借  料 15!0 300 -150 薫面.設備)―ス

雑 費 140 160 -20 テレど受信料佃

予  捕  費 100 100 O

合 計 53ァ 560 581000 -4,440
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